　2017.3藤咲整形外科医院だより
  新春を際立たせるのは、花なら梅とおもいます。院には1本、種類名は南高梅と確認して数年前に購入し、どこに植えようか迷った末に、鉢植えにしておいた梅があります。毎年数個の実をつけて、買ってきた梅と一緒に梅漬けを作るのが楽しみな木です。
　菅原道真、稀代の才人にして、大宰府に封じられてからは、神格化された程の泰斗です。梅を読み込んだ有名な歌があります。

　東風吹かば匂い起こせよ梅の花あるじなきとてはるなわすれそ
季節が来たら、私はここにはいないが、春が来たことを思い出すように。意訳すれば、梅よ、流罪となって本意なく遠地に赴くことであるが、春が来たらば、自分のことを思い出してくれればうれしい、ということであろうと考えます。

これほどの名歌ですが、何かの折に、

東風吹かば匂い起こせよ梅の花あるじなきとて春を忘るな

と聞きました。私の高校生のころには、古語古典の教科書に、春なわすれそ　とありましたから、後世になって、何かの事情で変えたのであろうかと思いました。ところが、当時の歌集に、春をわするな、も収載されていたということです。つまりは、往時から、2つのバリエーションが存在していた、ということになります。本人もそれを許したというなら、菅原道真の有名な歌を書けという古語のテストには、正解が2つということになります。
医薬品の世界なら不思議なことはありません。オリジナルの薬名、ジェネリックの薬名、名は違っても、いずれも成分上は同じことです。この歌も、薬も、おかれた環境で健やかにいよう、いて欲しいと願う気持ちにも、相違はないと思います。
　皆さまお体大切に。
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